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日付：２００４年 １月２９日  

提出元：株式会社アッカ・ネットワークス 

題名： アナログ電話回線、ＩＳＤＮ回線の限界線路長 

           

まえがき 

ＮＴＴの加入者線路設計方法による電話回線の限界線路長などを情報として示す。 

 

1. 限界線路長 

アナログ電話回線は、１．５ｋＨｚにおける伝送損失７ｄＢと 

ループ抵抗１，５００オームにより、限界線路長が決まる。 

また、ＩＳＤＮ回線は、１６０ｋＨｚにおける伝送損失５０ｄＢと 

ループ抵抗８１０オームにより、限界線路長が決まる。 

 

ケーブルの芯線径 

 

アナログ電話回線の限

界線路長 

ＩＳＤＮ回線の限界線

路長（注） 

０．３２ｍｍ １ｋｍ以下で使用する。 

０．４ｍｍ ３．６ｋｍ（注） ４．４６ｋｍ 

０．５ｍｍ ４．０ ｋｍ ５．９１ｋｍ 

０．６５ｍｍ ６．０ｋｍ（注） ７．９７ｋｍ 

０．９ｍｍ ８．５ｋｍ（注） １０．８７ｋｍ 

（注）ＰＥＣケーブルの場合 

 

2. ＩＳＤＮ回線の収容条件 

インパルス性雑音などの影響を考慮し、下記の収容条件が決められている。 

ア） ＰＥ絶縁ケーブルの場合 

線路損失４３ｄＢ以上：  一つ飛びカッド収容 

 （注）０．４ｍｍ、３．８ｋｍに相当する。 

線路損失４８ｄＢ以上：  サブユニット外収容 

イ） 紙絶縁ケーブル 

線路損失３８ｄＢ以上：  カッド外収容 

線路損失４２ｄＢ以上：  一つ飛びカッド収容 

線路損失４５ｄＢ以上：  二つ飛びカッド収容、または 

一つ飛び層収容 
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